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提案理由説明を行う市長提案理由説明を行う市長

平
成
24
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
、
意
見
書
な
ど
34
議
案
を

慎
重
審
議
市
議
会

市
議
会
1212
月
定
例
会
を
開
催

月
定
例
会
を
開
催

　

議
会
提
出
議
案
は
意
見
書
２
件
を
提
出
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議
で
可
決
し
、
国
に
意

見
書
を
送
付
し
ま
し
た
（
５
ペ
ー
ジ
）。

　

平
成
24
年
度
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
、
生
活
保
護
扶
助
費
助
成
、

西
部
工
業
団
地
へ
の
工
場
等
立
地
奨
励
金
、
七

葉
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
、
川
東
統
合
小
学
校

屋
内
体
育
館
改
築
工
事
に
係
る
予
算
な
ど
を
審

査
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

４
４
９
億
６
２
１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

目　

次

○
12
月
定
例
会
の
概
要

○ 

市
長
か
ら
の
行
政
報
告
に

対
す
る
本
会
議
で
の
質
疑

○
12
月
定
例
会
議
決
結
果

○
意
見
書
の
提
出

○
一
般
質
問

○
２
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

○
議
会
報
告
会
の
概
要

○
議
会
ト
ピ
ッ
ク

○
行
政
視
察
状
況

○
編
集
後
記

教育委員会委員の任命
（同意）

鈴木　 佳秀 

人権擁護委員の推薦
（適任）

井上 千代子

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
行
政
組
織
条
例
、

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
根
幹
的
施
設

の
建
設
工
事
委
託
に
係
る
契
約
変
更
、
寺
町
た

ま
り
駅
及
び
紫
雲
の
郷
館
に
関
す
る
公
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
を
各
常
任
委

員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
議
案
、
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
意
、
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　

３
日
間
に
わ
た
り
18
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
な
ど
に
答
弁

を
求
め
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
６
ペ
ー
ジ
〜

14
ペ
ー
ジ
）。

　

市
長
か
ら
行
政
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

質
疑
を
行
い
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
）。
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 FMラジオの難聴解消に係るエフエムしばたの株券取得 

 旧県立新発田病院の跡地の用地取得 

 新庁舎建設の基本設計 

 東日本大震災に係る災害廃棄物の広域処理の 
 進捗状況 

市長からの行政報告に対する本会議での質疑市長からの行政報告に対する本会議での質疑
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議会報告会を開催します　

新発田政友会 中村　功、川﨑孝一、斎藤　明、比企広正、大沼長栄、今田修栄、湯浅佐太郎、若月　学、小柳　肇
民 主 ク ラ ブ 青木泰俊、入倉直作、宮野昭平、渡部良一、小坂博司
菖 蒲 会 宮島信人、佐藤武男、小川　徹、佐久間敏夫
政 和 会 五十嵐孝、稲垣富士雄、長谷川健吉、井畑隆二
日 本 共 産 党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※１ 「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　  ｢分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　 但し、審査した委員会がない案件は本会議で即決
※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　 ｢○｣：会派構成議員全員がその議案等に対して賛成したもの
　　　｢×｣： 会派構成議員全員がその議案等に対して｢賛成以外｣の

もの
※４　 議長は、地方自治法第116条により表決には参加しないため、

表決に参加する全議員数は26名です。

　12月定例会の議案のうち、市長提出議案29件、請願１件、陳情２件は、各常任委員会で専門的に審査（人事案件は常任
委員会で審査せず、初日に採決）した後、議会提出議案２件は直接、本会議でそれぞれ下記のとおり議決しました。（※各委
員会審査状況は16ページから17ページを参照ください） 

12月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※１

議決結果
※２

新
発
田
政
友
会

※
３

民
主
ク
ラ
ブ

※
３

菖

蒲

会
※
３

政

和

会
※
３

日
本
共
産
党

※
３

公

明

党
※
３

賛
　

成
　

※
４

反
　

対
　

※
４

  

市
長
提
出
議
案

人事案件

教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例制定

新発田市行政組織条例 総務 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ 22 4

新発田市空き家等の適正管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

条例の一部改正

新発田市税条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ 23 3

新発田市暴力団排除条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市立保育園設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ 23 3

新発田市建築関係手数料条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市都市下水路条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市下水道条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市簡易水道条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

新発田市上水道条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

24年度補正予算

一般会計（第４号）（専決） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

一般会計（第５号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

簡易水道事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

農業集落排水事業特別会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下水道事業特別会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

水道事業会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

その他

訴えの提起について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

訴えの提起について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

訴えの提起について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下越清掃センター組合規約の変更について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下越清掃センター組合の解散について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下越清掃センター組合の解散に伴う財産処分について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

契約の変更について（新発田市特定環境保全公共下水道根幹的施設の建設工事委託） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（寺町たまり駅） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市温泉活用施設紫雲の郷館） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

下越障害福祉事務組合規約の変更について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

議
会
提
出
議
案

意見書

次代を担う若者世代支援策を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

生活保護基準の引き下げはしないことなどを国に求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

請
願

陳
情

生活保護基準の引き下げはしないことなどを国に求める意見書提出を求める請願書 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

震災がれきの受け入れ反対の決議を求める為の陳情書 社会文教 否決 × × × × × × 0 26

電力社員兼議員の解職を求める為の陳情書 総務 否決 × × × × × × 0 26
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中学校における冬期間の
通学バスの運行について

コミュニティバスをコミュニティバスを
利用する中学生利用する中学生

市
内
中
学
校
の
通
学
は
、

基
本
的
に
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
が

基
本
で
あ
る
が
、
積
雪
期
の
自
転

車
通
学
は
危
険
が
伴
い
保
護
者
に

よ
る
送
迎
が
常
態
化
し
て
い
る
。

共
働
き
世
帯
の
増
加
や
高
齢
者
の

免
許
返
上
の
流
れ
も
あ
り
、
家
族

に
よ
る
送
迎
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
町
村
合
併
や
学
校
統

合
時
の
既
得
権
が
あ
る
地
区
で

は
、
少
額
で
利
用
で
き
る
通
学
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者

の
間
で
は
不
公
平
感
が
強
い
。
周

辺
自
治
体
で
は
、
冬
期
の
み
運
行

す
る
例
が
多
い
が
、
当
市
に
お
い

て
も
周
辺
部
の
中
学
校
に
お
い
て

は
、
生
徒
の
「
安
心
・
安
全
な
学

校
生
活
環
境
」
実
現
の
た
め
、
行

政
主
導
に
よ
る
冬
期
間
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
が
必
要
と
考
え
る

が
、
教
育
長
の
今
後
の
方
針
を
聞

き
た
い
。中

学
校
の
通
学
支
援
に
つ

い
て
は
、
通
学
距
離
６
km
以
上
の

場
合
、
遠
距
離
通
学
支
援
と
し

て
、
通
年
、
バ
ス
定
期
券
の
支
給

や
通
学
バ
ス
運
行
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
通
学
距
離
６
km
未
満

の
場
合
も
、
降
雪
量
や
除
雪
の
状

況
、
道
路
事
情
等
、
地
域
の
特
性

を
考
慮
し
、
冬
期
間
に
限
定
し
た

路
線
バ
ス
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
定
期
券
の
支
給
や
、
通
年
運
行

し
て
い
る
通
学
バ
ス
へ
の
追
加
乗

車
、
小
学
校
バ
ス
へ
の
便
乗
な
ど

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
地
域
に

よ
っ
て
は
、
保
護
者
が
自
主
的
に

冬
期
間
の
下
校
の
み
通
学
バ
ス
の

運
行
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
特

に
冬
期
間
の
通
学
支
援
の
場
合
、

通
学
距
離
や
通
行
に
著
し
く
危
険

が
想
定
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
個
別

に
検
討
し
必
要
な
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
道
路
交
通
の

安
全
や
降
雪
の
状
況
な
ど
も
考
慮

し
、
多
様
な
交
通
手
段
の
活
用
を

念
頭
に
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
昨
今

は
、
冬
期
間
以
外
に
も
交
通
量
の

増
加
や
不
審
者
、
熊
、
猿
の
出
没

な
ど
予
測
し
き
れ
な
い
危
険
な
状

況
が
発
生
す
る
事
案
も
あ
り
、
な

ん
ら
か
の
支
援
が
検
討
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め

に
、
学
校
、
地
域
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、
そ
の

都
度
、
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

中
学
校
に
お
け
る
冬
期
間
の
通
学
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

 

Ａ 

児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
、

そ
の
都
度
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
た
い

新発田市のスポーツ施設の有効
活用策について
新発田市こども課における婚活
活動の今後の具体策について

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の

運
動
施
設
や
五
十
公
野
公
園
内
に

お
け
る
体
育
ス
ポ
ー
ツ
施
設
有
効

活
用
に
つ
い
て
、
今
後
新
発
田
市

を
内
外
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、

学
生
や
民
間
で
の
交
流
基
幹
施
設

と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

当
市
の
優
良
な
体
育
施
設

を
活
用
し
新
発
田
市
を
県
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
う
、
平
成
25
年
度

政
策
大
綱
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
資
源

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
融
合
に
よ
る
誘

客
機
会
の
創
出
に
向
け
た
取
組
を

明
記
し
た
。

　

具
体
的
に
は
首
都
圏
の
大
学
の

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
の
誘
致
拡
大
を

図
る
た
め
、
合
宿
等
誘
致
に
必
要

な
体
育
施
設
、
設
備
の
整
備
を
推

進
し
、
当
市
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

発
信
力
の
向
上
と
誘
客
機
会
の
創

出
に
よ
り
、
観
光
や
そ
れ
を
取
り

巻
く
産
業
の
収
益
増
に
つ
な
げ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
も

の
で
あ
る
。
10
月
２
・
３
日
、
早

速
、
私
自
ら
首
都
圏
へ
出
向
き
、

東
京
経
済
大
学
、
早
稲
田
大
学
、

法
政
大
学
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
た
。

　

月
岡
温
泉
で
「
婚
活
イ
ベ

ン
ト
」
が
行
わ
れ
た
。
状
況
と
結

果
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
新

発
田
市
と
し
て
ど
こ
の
部
署
で
、

い
く
ら
の
予
算
で
、
具
体
的
な
計

画
や
効
果
を
ど
れ
ほ
ど
見
込
ん
で

い
る
の
か
。
市
長
の
考
え
を
確
認

し
た
い
。

　

12
月
９
日
に
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
男
性
30
人
、
女
性

32
人
の
参
加
が
あ
り
、
15
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
。
今
回
、
予

想
以
上
の
反
響
が
あ
り
、
来
年
度

も
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
。
婚

活
事
業
は
直
接
的
効
果
の
み
な
ら

ず
、
幅
広
い
間
接
的
効
果
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
分
野
横
断
的
に
連

携
を
図
り
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

芝
コ
ン
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
る
意
欲
あ
る
団
体
や
青
年

会
議
所
、
自
治
会
及
び
公
民
館
等

と
連
携
し
た
事
業
等
を
検
討
し
た

い
。
婚
活
事
業
は
始
め
た
ば
か
り

で
あ
り
、
人
と
人
と
の
縁
で
も
あ

り
、
現
段
階
で
効
果
の
程
は
言
え

な
い
が
、
よ
り
多
く
の
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
１
組
で
も
多
く
の

結
婚
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
地

域
全
体
で
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ 

新
発
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
資
源
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
融
合
に
よ
る

誘
客
機
会
の
創
出
を
行
う

月岡温泉で開催された月岡温泉で開催された
出会いパーティのチラシ出会いパーティのチラシ

Ｑ 

新
発
田
市
に
お
け
る
婚
活
活
動
の
今
後
の
具
体
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

婚
活
事
業
は
幅
広
い
間
接
的
効
果
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、分
野
横
断
的
に
連
携
を
図
り
実
施
し
た
い
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部制条例廃止と行政組織条例
について

新発田市行政組織図新発田市行政組織図
（平成24年度）（平成24年度）

市
は
新
年
度
よ
り
部
制
を

や
め
、
新
た
に
行
政
組
織
条
例
を

制
定
し
、
政
策
調
整
監
を
新
設
、

導
入
す
る
と
の
方
針
の
よ
う
で
あ

る
が
、
政
策
調
整
監
と
部
長
の
違

い
は
何
か
。
政
策
調
整
監
の
職

務
、
権
限
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

市
長
は
、
各
種
集
会
な
ど
で
市

の
職
員
の
中
で
、
課
長
級
や
課
長

補
佐
級
の
職
員
が
多
い
と
強
調

し
、
公
約
の
「
ま
ち
づ
く
り
実
行

プ
ラ
ン
」
な
ど
で
も
人
件
費
を
10

％
削
減
す
る
と
書
い
て
あ
る
が
、

今
回
の
改
正
を
機
に
、
人
員
、
人

件
費
削
減
に
取
り
組
む
の
か
。

　

改
革
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は

課
長
な
ど
当
該
職
員
の
理
解
が
欠

か
せ
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
辺
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

政
策
調
整
監
は
、
市
長
直

属
の
ス
タ
ッ
フ
職
と
し
て
の
位
置

づ
け
で
あ
る
。
決
裁
権
は
有
さ

ず
、
各
施
策
・
事
務
事
業
の
進
捗

管
理
や
重
要
案
件
に
専
念
す
る
た

め
新
た
に
設
置
す
る
も
の
で
、
ラ

イ
ン
職
の
部
長
と
は
全
く
性
質
が

異
な
る
。
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

の
速
や
か
な
進
行
を
図
る
た
め
、

総
合
計
画
の
基
本
目
標
ご
と
な
ど

に
配
置
す
る
。
所
管
施
策
に
つ
い

て
進
む
べ
き
道
・
あ
る
べ
き
姿
を

追
求
し
、
関
係
課
長
を
け
ん
引
す

る
と
い
う
新
た
な
役
割
を
果
た
し

て
も
ら
い
た
い
。

　

今
回
の
改
正
は
、
部
制
の
廃
止

が
主
眼
で
あ
る
。
部
制
の
廃
止
と

い
う
大
規
模
改
革
の
中
で
、
課
長

以
下
の
組
織
も
大
幅
に
見
直
す

と
、
一
時
的
に
組
織
の
命
令
系
統

に
混
乱
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
来
年
度
は
、
課
長
以
下
の

組
織
の
変
更
は
必
要
最
小
限
と
し

た
い
。
現
部
長
級
職
員
の
数
は
、

政
策
調
整
監
の
新
設
に
よ
り
、
数

名
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
が
、
課

長
・
課
長
補
佐
級
職
員
は
大
規
模

な
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。
人
件

費
を
今
す
ぐ
い
く
ら
削
減
で
き
る

と
の
試
算
は
し
て
い
な
い
が
、
公

約
の
10
％
削
減
に
向
け
、
着
実
に

歩
み
を
進
め
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　

今
回
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、

事
前
に
、
各
部
長
・
各
課
長
に
対

し
て
説
明
を
行
い
、
各
部
・
課
内

で
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
政
策
調

整
監
の
設
置
に
よ
り
課
長
へ
の
負

担
増
が
必
要
最
小
限
に
と
ど
ま
る

こ
と
や
、
一
般
職
員
は
、
も
と
も

と
部
制
廃
止
に
よ
る
直
接
的
な
影

響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、

職
員
の
理
解
は
十
分
得
ら
れ
た
も

の
と
考
え
る
。

Ｑ 

部
制
条
例
廃
止
と
行
政
組
織
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

Ａ 

政
策
調
整
監
は
、
所
管
施
策
の
進
む
べ
き
道
・
あ
る

べ
き
姿
を
追
求
し
、
課
長
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
果
た
す

冬でも怖い食中毒
安全安心な学校給食を望む

Ｑ 

冬
で
も
怖
い
食
中
毒

 

Ａ 

感
染
症
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
周
知
や
こ
ま
め

な
手
洗
い
及
び
う
が
い
の
励
行
の
徹
底
を
周
知
し
て
い
る

Ｑ 

安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
望
む

 

Ａ 

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、随
時
指
導
し
、異
物

混
入
発
生
を
防
止
し
た
い

学校給食の調理作業学校給食の調理作業
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「食の循環によるまちづくり」
について
新発田市観光戦略について

ジェネリック医薬品の普及の
現状と推進について
国際交流の現状と推進について

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は

医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
医
療
費
を

削
減
す
る
。
市
は
希
望
カ
ー
ド
を

国
民
健
康
保
険
の
全
加
入
者
に
保

険
証
と
一
緒
に
郵
送
し
て
い
る

が
、
市
民
へ
の
認
知
度
が
低
い
。

広
報
等
で
知
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

国
は
平
成
24
年
度
ま
で
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
数
量
シ
ェ
ア
を
30
％
以

上
と
す
る
目
標
が
あ
る
が
、
市
の

普
及
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
差

額
通
知
書
の
発
行
計
画
は
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
の
広
報

や
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
、
認
知
度
は
高
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
保
険

証
の
切
り
替
え
発
送
時
に
同
封
す

る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
加

入
時
に
窓
口
で
配
布
し
、
受
診
時

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
意

思
表
示
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
当
市
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
は
、
新
潟
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
共
同

事
業
と
し
て
年
３
回
の
通
知
を
予

定
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
の
現
状
と
推
進
に
つ
い
て

 

Ａ 

希
望
カ
ー
ド
に
よ
り
、受
診
時
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
意
思
表
示
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
努
め
て
い
る

Ｑ 

国
際
交
流
の
現
状
と
推
進
に
つ
い
て

 

Ａ 

国
際
的
な
視
野
を
持
つ
人
材
の
育
成
に
向
け

た
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

日韓スポーツ交流大会での日韓スポーツ交流大会での
子どもたちの柔道の試合子どもたちの柔道の試合

　

民
主
党
政
権
の
失
政
に
よ

り
、
中
国
や
韓
国
と
の
領
土
問
題
、

観
光
や
経
済
、
国
際
交
流
活
動
に
影

響
が
出
て
い
る
。
当
市
は
友
好
都
市

と
の
国
際
交
流
で
、
子
ど
も
た
ち
の

異
文
化
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
と
問
題

点
、
今
後
の
国
際
交
流
の
推
進
、
考

え
方
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

議ウ
イ
ジ
ョ
ン
ブ
シ

政
府
市
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
、
全
チ
ョ
ン
ゴ
ウ
ッ
プ

谷
邑
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

に
よ
り
、
交
流
を
通
じ
国
際
友
好
・

理
解
を
深
め
る
一
助
に
な
っ
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
つ
い
て
は
、

競
技
大
会
以
外
に
も
日
韓
の
子
ど
も

た
ち
が
交
流
す
る
場
を
設
け
、
ま

た
、
多
く
の
市
民
に
観
戦
応
援
し
て

い
た
だ
き
、
両
市
間
の
友
好
親
善
が

一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
た

い
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
を
中
心
に
友
好
を
育
ん

で
お
り
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い

る
。
友
好
都
市
と
の
交
流
や
市
内
在

住
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
に
よ
る

活
動
を
通
じ
て
、
国
際
的
な
視
野
を

持
つ
人
材
の
育
成
に
向
け
た
き
っ
か

け
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
は
、
市
内
農
産
物
の
地
産
地
消
を

促
進
す
る
上
で
、
食
育
、
分
別
、
有

機
堆
肥
、
土
づ
く
り
、
農
産
品
栽
培

へ
と
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
啓
発
す
る

す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
事
業
の

中
で
食
の
循
環
大
使
と
は
、
市
内
で

の
事
業
参
画
は
と
も
か
く
と
し
て
、

県
外
で
は
ど
の
よ
う
な
大
使
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
大
使
の

活
動
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　

　

初
代
し
ば
た
食
の
循
環
大

使
と
し
て
、
永
島
敏
行
氏
に
活
動

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
永
島
氏
が

代
表
を
務
め
る
「
青
空
市
場
」
等
で

当
市
農
産
物
の
取
り
扱
い
を
行
う

な
ど
、
当
市
地
場
産
物
等
の
販
売

促
進
に
一
役
買
っ
て
い
た
だ
き
、
市

内
外
で
の
交
流
の
広
が
り
と
と
も

に
食
の
循
環
の
ま
ち
新
発
田
を
全

国
に
発
信
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
民

と
の
交
流
や
市
内
向
け
の
情
報
発

信
と
い
う
点
で
は
一
定
の
成
果
は
あ

っ
た
が
、
食
の
循
環
の
ま
ち
新
発
田

を
全
国
に
向
け
ア
ピ
ー
ル
す
る
効

果
等
が
当
初
想
定
し
て
い
た
期
待

と
比
較
し
て
不
足
し
て
い
る
問
題

点
も
あ
り
、
更
に
成
果
を
上
げ
る

た
め
の
創
意
工
夫
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

平
成
24
年
は
羽
越
線
開
業

１
０
０
年
、
平
成
25
年
は
堀
部
安

兵
衛
武
庸
顕
彰
会
で
あ
る
「
武
庸

会
」
の
設
立
１
０
０
年
、
平
成
26

年
は
月
岡
温
泉
開
湯
１
０
０
年
で

あ
る
。
平
成
25
年
度
か
ら
は
全
国

屈
指
の
有
名
人
で
あ
る
赤
穂
浪
士

の
立
役
者
で
あ
る
堀
部
安
兵
衛
武

庸
に
絡
む
記
念
す
べ
き
年
に
な

る
。
市
民
が
堀
部
安
兵
衛
を
改
め

て
知
る
大
切
な
き
っ
か
け
と
な
る

と
同
時
に
、
堀
部
安
兵
衛
を
育
ん

だ
郷
と
し
て
全
国
に
発
信
す
べ
き

で
あ
る
。
今
後
の
観
光
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

武
庸
会
１
０
０
周
年
等

は
、
新
発
田
市
の
観
光
振
興
・
誘

客
促
進
に
と
っ
て
、
ま
た
と
な
い

絶
好
の
好
機
と
な
る
。
今
後
も
継

続
的
な
観
光
誘
客
と
し
て
、
当
市

へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
取
り
込
み
、

新
発
田
フ
ァ
ン
を
養
成
す
る
た
め

に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
地

域
の
観
光
資
源
に
誇
り
と
愛
着
を

持
ち
、
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ

て
観
光
客
を
迎
え
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
ま
た
、
資
源
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
の
磨
き
込
み
な
ど
永

続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
市
民
、
団
体
の
力
を
結
集

し
た
い
。

Ｑ 「
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

 

Ａ 

し
ば
た
食
の
循
環
大
使
に
つ
い
て
、
成
果
を
上

げ
る
た
め
の
創
意
工
夫
の
検
討
を
進
め
て
い
る

Ｑ 

新
発
田
市
観
光
戦
略
に
つ
い
て

 

Ａ 

市
民
一人
ひ
と
り
が
自
地
域
の
観
光
資
源
に
誇
り
と
愛
着

を
持
ち
、お
も
て
な
し
の
心
で
観
光
客
を
迎
え
る
こ
と
が
大
事

新発田城表門前にある新発田城表門前にある
堀部安兵衛の銅像堀部安兵衛の銅像
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中心市街地活性化と郊外大型店
出店開発計画との整合性をどの
ようにして図るのか

新発田駅前への移転を要望　新発田駅前への移転を要望　
されている新発田商工会議所されている新発田商工会議所

　

①
駅
前
に
商
工
会
議
所
を

移
転
さ
せ
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
市

庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
で
中
心
市

街
地
商
店
街
が
活
性
化
す
る
の

か
。
公
の
建
物
だ
け
で
は
人
は
集

ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
②
駅

前
に
商
工
会
議
所
を
移
す
計
画
が

あ
る
が
、
構
想
も
含
め
計
画
を
聞

き
た
い
。
③
市
街
化
区
域
の
新
規

編
入
に
よ
り
東
新
町
地
区
や
富
塚

地
区
に
大
型
店
の
出
店
計
画
と
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
中
心
商
店
街

と
の
違
い
は
。
ど
の
よ
う
に
し
て

位
置
づ
け
発
展
さ
せ
ら
れ
る
の

か
。
商
店
街
は
空
き
店
舗
が
目
立

つ
。
そ
こ
へ
郊
外
の
大
型
店
の
出

店
で
一
層
商
店
街
は
苦
し
く
な
る

の
で
は
。
市
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。　

①
新
庁
舎
と
い
う
箱
が
で

き
る
こ
と
と
中
心
市
街
地
の
活
性

化
は
単
純
な
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
行

政
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
、

学
生
、
商
店
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
ま

ち
づ
く
り
の
多
様
な
主
体
に
よ
る

活
動
の
掛
け
算
が
な
い
と
成
立
し

な
い
。
②
新
発
田
駅
前
に
新
発
田

商
工
会
議
所
が
立
地
す
る
こ
と
に

よ
り
、
中
心
市
街
地
の
中
央
部
に

立
地
す
る
市
と
連
携
し
、
企
業
市

民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
持
続
可

能
な
商
店
経
営
や
魅
力
的
な
新
規

出
店
の
支
援
、
市
民
が
歩
き
た
く

な
る
商
店
街
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

と
い
っ
た
商
業
振
興
の
役
割
の
み

な
ら
ず
、
来
訪
者
や
市
民
へ
の
情

報
発
信
の
核
と
な
る
。
そ
れ
と
と

も
に
、
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
の
担

い
手
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

民
間
部
門
に
お
け
る
先
導
的
な
役

割
に
対
す
る
大
き
な
期
待
か
ら
、

新
発
田
商
工
会
議
所
に
移
転
の
可

能
性
の
検
討
を
要
望
し
た
。
③
郊

外
型
や
幹
線
道
路
沿
線
型
小
売
店

舗
は
、
商
圏
外
や
市
外
か
ら
の
誘

客
を
大
い
に
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
中
心
市
街
地
は
、
今
後
さ
ら

な
る
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の

進
行
を
踏
ま
え
、
過
度
に
車
社
会

に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今

日
の
よ
う
な
商
店
街
の
様
子
は
、

移
動
手
段
が
自
動
車
に
変
わ
り
、

日
常
生
活
用
品
を
郊
外
の
大
型
小

売
店
舗
に
買
い
に
行
く
ス
タ
イ
ル

に
変
化
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。

中
心
商
店
街
の
各
店
舗
は
郊
外
の

大
型
店
に
な
い
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
、
技
術
で
大
型
店
と
差
別
化
を

図
る
こ
と
や
、
事
業
を
営
む
人
た

ち
の
「
や
る
気
」
の
醸
成
が
活
性

化
に
つ
な
が
る
鍵
と
考
え
る
。

Ｑ 

中
心
市
街
地
活
性
化
と
郊
外
大
型
店
出
店
開
発
計
画
と

の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
る
の
か　

 

Ａ 

商
品
、サ
ー
ビ
ス
、技
術
で
の
差
別
化
や
、「
や

る
気
」の
醸
成
が
活
性
化
に
つ
な
が
る
鍵
と
考
え
る

子育て支援事業について
震災廃棄物の試験焼却延期に
ついて

　

①
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
関
連
法
の
問
題
点
に
つ
い

て
。
児
童
福
祉
法
第
24
条
の
改
正

は
、
市
町
村
の
保
育
実
施
義
務
を

大
き
く
後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
新
発
田
市
の
保
育
は
今
後
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
②
安
心
し

て
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
県

内
外
で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
応

援
カ
ー
ド
事
業
の
実
施
を
。

　
　
　
　
　

　

①
法
改
正
後
も
、
市
町
村

が
保
育
の
実
施
義
務
を
担
っ
て
お

り
、
現
在
と
同
様
、
施
設
で
は
な

く
市
町
村
に
申
し
込
み
を
行
い
、

保
護
者
が
市
町
村
と
契
約
し
利
用

す
る
。
私
立
保
育
園
に
つ
い
て
も

現
行
制
度
と
同
様
で
あ
る
。
保
育

園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
等
も
市

町
村
の
保
育
に
関
す
る
責
任
が
後

退
す
る
こ
と
は
な
く
、
保
護
者
が

安
心
し
て
保
育
を
利
用
で
き
る
仕

組
み
に
な
る
。
②
当
市
は
、
少
子

化
対
策
・
子
育
て
支
援
を
最
重
点

課
題
と
し
て
お
り
、
子
育
て
カ
ー

ド
の
実
施
に
よ
り
、
社
会
全
体
で

子
育
て
を
応
援
し
て
い
く
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
。
来
年
度
実

施
に
向
け
て
詳
細
を
検
討
し
て
お

り
、
新
年
度
予
算
に
計
上
し
た

い
。

Ｑ 

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

 

Ａ 

法
改
正
後
も
市
町
村
が
保
育
の
実
施
義
務
を
担
っ

て
お
り
、現
行
制
度
と
同
様
で
あ
る

Ｑ 

震
災
廃
棄
物
の
試
験
焼
却
延
期
に
つ
い
て

 

Ａ 

広
域
処
理
の
必
要
性
や
放
射
能
の
安
全
性
を
し
っ
か
り

説
明
し
、理
解
を
得
た
う
え
で
試
験
焼
却
を
実
施
し
た
い

被災地の岩手県大槌町での被災地の岩手県大槌町での
災害廃棄物の分別作業災害廃棄物の分別作業

　

①
試
験
焼
却
の
延
期
は
、
市

民
、
住
民
の
理
解
を
得
る
ま
で
説
得

す
る
た
め
の
延
期
な
の
か
。
②
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
立
地
の
際
に
新

た
な
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
事
前
に

関
係
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
実

経
過
は
。
③
新
潟
市
の
よ
う
な
事
態

は
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

①
当
市
が
試
験
焼
却
の
延
期

を
決
定
し
た
か
の
よ
う
な
一
部
報
道

は
大
変
遺
憾
で
あ
る
。
焼
却
場
周
辺

住
民
か
ら
試
験
焼
却
実
施
の
理
解

を
得
ら
れ
な
い
中
で
、
12
月
の
試
験

焼
却
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
大
変

難
し
い
。
慎
重
に
、
粘
り
強
く
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
説
明
を
尽

く
し
た
い
。
②
災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
は
、
放
射
能
の
安
全
性
の
確

保
や
処
分
の
技
術
的
な
問
題
の
解
決

が
必
要
で
あ
り
、
搬
出
元
や
そ
の
手

法
等
が
あ
る
程
度
明
確
に
な
り
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
と
し

て
、
そ
の
確
認
作
業
を
行
っ
た
う
え

で
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
当
市
に
お
い
て
も
、
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
に
慎
重
な
市
民
も
い
る

こ
と
か
ら
、
広
域
処
理
の
必
要
性
や

放
射
能
の
安
全
性
を
し
っ
か
り
説
明

し
、
理
解
を
得
た
う
え
で
試
験
焼
却

を
実
施
し
た
い
。
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治水対策について
自然エネルギー対策について

身体障がい者対策について
合併７年目の検証について

平成１０年８月の豪雨被害平成１０年８月の豪雨被害
にあった福島潟周辺地区にあった福島潟周辺地区

　

①
市
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
は
今
年
度
中
に
行

う
の
か
。
②
農
林
水
産
省
は
農
山

漁
村
の
風
水
力
量
を
有
望
と
見
て

い
る
。
市
の
小
水
力
発
電
調
査
結

果
の
公
表
は
い
つ
か
。
③
新
年
度

の
小
水
力
助
成
策
や
個
別
集
落
、

会
社
等
へ
の
支
援
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

　

①
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
は
、
９
月
に
策
定
委
員

会
を
組
織
し
、
検
討
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
委
員
会
で
の
検
討
を
経

て
、
市
民
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
く
。
来
年
３
月
に

策
定
を
完
了
し
、
お
示
し
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。
②
昨
年
度
、
４

か
所
で
調
査
を
実
施
し
た
。
想
定

さ
れ
る
年
間
発
電
量
は
、
内
の
倉

ダ
ム
維
持
放
流
口
で
28
万
１
０
０

０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
第
一
頭
首
工
加

治
川
左
岸
幹
線
水
路
で
９
万
９
０

０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
③

今
後
、
国
や
県
、
他
の
自
治
体
の

支
援
策
を
十
分
検
証
し
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
が
大
い
に
図

ら
れ
る
よ
う
な
助
成
事
業
等
を
検

討
し
て
い
く
。
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

Ｑ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
が
大
い
に
図
ら

れ
る
よ
う
な
助
成
事
業
等
を
検
討
し
て
い
く

　

①
豊
浦
町
と
の
合
併
か
ら

10
年
を
迎
え
る
。
豊
浦
町
時
代
か

ら
県
道
豊
浦
笹
岡
線
の
大
沢
地
内

は
水
害
常
襲
地
で
あ
る
が
、
県
道

は
小
中
学
生
の
大
事
な
通
学
路
で

あ
る
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
開
始
さ
れ
る
の
か
。
②
福
島
潟

治
水
対
策
の
最
終
年
次
は
平
成
29

年
で
あ
る
。
潟
水
門
の
計
画
は
あ

る
が
、
上
流
域
の
同
意
が
な
い
と

着
手
は
で
き
な
い
。
海
抜
２
ｍ
以

上
の
河
川
改
修
、
放
水
路
入
口
の

堰
跡
や
島
の
撤
去
、
排
水
機
の
完

成
等
を
実
施
す
る
の
が
条
件
で
あ

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

①
ま
ず
は
暫
定
的
な
対
策

と
し
て
、
住
宅
や
道
路
に
影
響
を

与
え
な
い
範
囲
で
、
大
沢
堤
に
堆

積
し
た
土
砂
を
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
し
、
貯
水
機

能
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
実
施
設

計
を
今
年
度
に
行
う
。
②
福
島
潟

治
水
対
策
事
業
は
、
合
併
前
か
ら

福
島
潟
周
辺
市
町
村
や
議
会
、
土

地
改
良
区
な
ど
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
事
業
要
望
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
各
種
課
題
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
福
島
潟
周
辺
整
備
促

進
協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
、
調

整
し
な
が
ら
事
業
促
進
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

市
で
は
近
年
の
た
び
重
な

る
自
然
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

「
迅
速
か
つ
的
確
な
防
災
情
報
の

発
信
に
努
め
る
」
と
あ
る
。
そ
こ

で
、
身
体
に
障
が
い
、
特
に
自
分

で
歩
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
度
の

障
が
い
の
方
々
の
家
庭
に
緊
急
告

知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
普
及
は
急
務
で

あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

は
。

　
　
　
　
　

　

重
度
障
が
い
者
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
８
月
21
日
の
新
潟

県
新
発
田
地
域
振
興
局
で
実
施
し

た
「
重
度
心
身
障
害
児（
者
）実
態

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
当
市
で
は
34

世
帯
の
方
が
該
当
す
る
。
一
般
的

に
、
重
度
心
身
障
が
い
に
該
当
す

る
方
は
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
い
要
援
護
者
と
な
っ
て
い

る
。
要
援
護
者
の
方
に
は
自
治
会

単
位
な
ど
で
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
避
難

支
援
者
が
中
心
と
な
り
安
心
し
て

避
難
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
民
生
委
員
は
じ
め
自
治

会
単
位
に
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

を
３
台
配
布
し
て
い
る
が
、
重
度

障
が
い
者
へ
の
配
布
も
指
示
し
て

い
き
た
い
。

　

市
内
の
大
規
模
空
き
地
に

つ
い
て
は
、
箱
岩
地
内
に
土
取
り

場
跡
地
が
あ
る
。
現
在
、
高
齢
者

の
方
々
が
一
部
手
入
れ
を
し
、
健

康
維
持
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
工
業
団

地
と
し
て
整
備
し
、
売
却
す
る
こ

と
も
わ
か
る
が
、
長
年
手
入
れ
さ

れ
た
高
齢
者
の
方
々
の
こ
と
も
考

慮
し
、
最
終
売
却
ま
で
貸
し
与
え

て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
市
の
産
業
振
興
、
雇
用

の
拡
大
、
税
収
の
確
保
に
は
、
工

業
団
地
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
な
重
要
政
策
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

物
資
配
送
の
利
便
性
が
よ
く
、
約

24
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
を

有
す
る
こ
の
用
地
を
工
業
団
地
と

し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。
近
く

に
は
大
天
城
公
園
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
あ
り
、
そ
こ
で
も
十
分
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
工
業
団

地
化
ま
で
に
は
ま
だ
２
、
３
年
は

か
か
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
間
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
元

の
方
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ 

治
水
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

今
後
も
福
島
潟
周
辺
整
備
促
進
協
議
会
で
協
議

し
、事
業
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る

Ｑ 

身
体
障
が
い
者
に
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
普
及
の
考
え
は

 

Ａ 

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
、
障
が
い
の
状
態
に
よ
っ

て
は
避
難
に
有
効
な
場
合
も
あ
り
、配
布
も
指
示
し
た
い

Ｑ 

高
速
道
路
建
設
の
た
め
の
土
取
り
場
跡
地
の
利
用
方
法
は 

Ａ 

産
業
振
興
等
の
た
め
工
業
団
地
と
し
て
整
備
す

る
が
、そ
れ
ま
で
は
地
元
の
方
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い

箱岩の土取り場跡地箱岩の土取り場跡地
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二階堂市政折り返し点に当たって
震災廃棄物（瓦礫）の試験焼却
延期について

新発田広域エコパーク新発田広域エコパーク

　

二
階
堂
市
政
の
折
り
返
し
点

に
当
た
り
、
①
前
半
の
評
価
と
後
半

に
向
け
た
課
題
②
課
題
の
推
進
を
裏

付
け
る
市
財
政
の
現
況
と
見
通
し
③

推
進
体
制
と
し
て
部
制
廃
止
に
至
っ

た
経
緯
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
片
山
市
政
か
ら
の
継
続
事

業
で
あ
る
重
要
政
策
課
題
を
所
要
の

改
善
を
加
え
て
、
着
実
に
実
行
し
て

い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
拡
充
等
新
規
・
拡
充
事
業
も
適
切

に
対
応
し
、
多
く
の
成
果
や
方
向
性

を
出
し
た
。
今
後
は
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
新
た
な
組

織
で
取
り
組
み
、
公
約
の
具
現
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
②
現
在
の
財
政

状
況
は
、
財
政
調
整
基
金
も
目
標
額

を
上
回
る
な
ど
、
健
全
な
財
政
を
維

持
し
て
い
る
と
分
析
・
評
価
し
て
い

る
。
健
全
財
政
維
持
が
最
重
要
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
③
こ
れ
ま
で
意

思
決
定
の
遅
さ
等
を
常
々
感
じ
た
。

ま
た
歳
入
増
と
歳
出
削
減
を
強
力
に

展
開
す
る
必
要
も
あ
る
。
こ
の
た

め
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
意
思
決
定

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、
少
数

精
鋭
主
義
の
市
政
運
営
が
必
要
と
考

え
組
織
改
正
を
提
案
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

膨
大
な
廃
棄
物
処
理
の
要
請
に
応
え

て
調
査
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
①

突
然
の
試
験
焼
却
延
期
に
至
っ
た
経

緯
と
要
因
②
今
後
の
対
策
と
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
記
者
会
見
を
受
け
、
災
害

廃
棄
物
の
試
験
焼
却
延
期
を
決
定
し

た
か
の
よ
う
な
一
部
報
道
は
大
変
遺

憾
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
施
設
周
辺
住

民
の
理
解
を
得
る
べ
く
放
射
能
に
関

す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
現
時
点
で
説
明
会
開
催
に
向
け

た
調
整
が
取
れ
な
い
。
試
験
焼
却
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
、

12
月
の
試
験
焼
却
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
に
大
変
厳
し
い
と
判
断
し
た
。

②
被
災
地
の
復
興
の
た
め
に
は
一
刻

も
早
く
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
で
あ

る
が
、
施
設
周
辺
住
民
か
ら
理
解
を

得
て
い
な
い
中
で
広
域
処
理
を
進
め

る
こ
と
は
難
し
い
。
住
民
説
明
会
を

開
催
し
、
三
条
・
柏
崎
市
の
各
種
測

定
デ
ー
タ
も
示
し
な
が
ら
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

Ｑ 

二
階
堂
市
政
折
り
返
し
点
に
当
た
っ
て

 

Ａ 

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
施
策
を
新
た
な
組

織
で
取
り
組
み
、
公
約
の
具
現
化
を
図
り
た
い

Ｑ 

震
災
廃
棄
物（
瓦
礫
）の
試
験
焼
却
延
期
に
つ
い
て

 

Ａ 

12
月
中
の
試
験
焼
却
は
厳
し
い
と
判
断
し
た
が
、試

験
焼
却
を
延
期
し
た
か
の
よ
う
な
一
部
報
道
は
大
変
遺
憾

松喰い虫予防対策の徹底を
非常災害基金の創設

　

松
喰
い
虫
予
防
対
策
に
つ
い

て
、
①
県
行
政
と
の
密
接
な
連
携
、

新
発
田
広
域
圏
内
の
連
携
は
ど
う

か
。
②
松
喰
い
虫
は
、
伝
染
病
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
対
応
し
て
も
ら
い

た
い
。
③
老
人
世
帯
や
経
済
的
に
余

裕
の
な
い
世
帯
の
被
害
木
処
理
経
費

の
助
成
を
制
度
化
し
て
ほ
し
い
。

　

①
新
潟
県
知
事
を
は
じ
め
、

関
係
部
署
の
長
に
対
し
、
３
市
町
長

の
連
名
に
よ
る
「
松
く
い
虫
被
害
拡

大
防
止
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

し
た
。
今
後
も
近
隣
市
町
と
連
携
を

密
に
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

②
病
害
虫
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
薬
剤
散
布
、
伐
倒
、
く
ん

蒸
、
破
砕
処
理
を
し
て
い
る
。
予
防

対
策
と
し
て
の
空
散
エ
リ
ア
の
拡
大

な
ど
、
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。
③
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
世
帯

の
方
々
に
つ
い
て
の
助
成
措
置
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を
挙
げ
て

防
除
対
策
に
取
り
組
め
る
体
制
・
制

度
づ
く
り
を
新
年
度
に
向
け
て
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

近
い
将
来
に
予
想
さ
れ
る
災

害
に
備
え
、
当
市
も
非
常
災
害
基
金

の
創
設
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
に
は
、
一
時
的
に
か
な
り
の
財
政

負
担
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地

方
公
共
団
体
が
躊
ち
ゅ
う
ち
ょ躇
な
く
、
直
ち
に

災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
財
源
調

達
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
災
害
対

策
基
本
法
は
、
「
地
方
公
共
団
体
の

災
害
対
策
基
金
」
の
設
置
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
災
害

対
策
の
み
を
目
的
と
し
法
令
で
積
立

て
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
基
金
」
は
災

害
救
助
法
に
基
づ
く
「
災
害
救
助
基

金
」
の
み
で
あ
り
、
都
道
府
県
が
設

置
す
る
規
定
で
あ
る
。
一
方
、
地
方

財
政
法
の
規
定
に
よ
る
「
財
政
調
整

基
金
」
は
、
災
害
対
策
に
要
す
る
経

費
に
も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
基
金

で
あ
り
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
災

害
対
策
経
費
の
財
源
調
達
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
基
金
の
創
設
は
考
え

て
い
な
い
。

Ｑ 

松
喰
い
虫
予
防
対
策
の
徹
底
を

 

Ａ 

近
隣
市
町
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、予
防
対
策
と
し

て
空
散
エ
リ
ア
の
拡
大
な
ど
、対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

Ｑ 

非
常
災
害
基
金
の
創
設

 

Ａ 

財
政
調
整
基
金
は
災
害
対
策
経
費
に
も
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
新
た
な
基
金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い

松くい虫の被害にあった松林松くい虫の被害にあった松林
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新発田市の男性介護者の現状と
男性介護者の孤立化を防ぐ支援体制
について

幼児児童教室の教育
孫親学の授業科目の必要性

新発田中央地域包括支援センター新発田中央地域包括支援センター
（いきいき館内）（いきいき館内）

Ｑ 

新
発
田
市
の
男
性
介
護
者
の
現
状
と
男
性
介
護
者
の
孤
立
化

を
防
ぐ
支
援
体
制
に
つ
い
て

 

Ａ 

介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ま
せ
な
い
、
孤
立
さ
せ

な
い
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

Ｑ 

幼
児
児
童
教
室
の
教
育

 

Ａ 

「
い
じ
め
を
見
逃
さ
な
い
」「
い
じ
め
は
絶
対
許
さ

れ
な
い
こ
と
」と
肝
に
銘
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

Ｑ 

孫
親
学
の
授
業
科
目
の
必
要
性

 

Ａ 

条
例
を
制
定
す
る
ま
で
も
な
く
、
祖
父
母
の

教
育
力
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く

高齢者から戦争の体験を聴いた高齢者から戦争の体験を聴いた
小学校の総合的な学習の時間小学校の総合的な学習の時間
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新発田市の林業再生に向けて 白新線複線化の早期実現に向けて

Ｑ 

新
発
田
市
の
林
業
再
生
に
向
け
て

 

Ａ 

容
易
に
活
用
で
き
る
制
度
と
な
る
よ
う
補
助
対

象
の
見
直
し
や
拡
大
等
を
国
に
要
望
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

白
新
線
複
線
化
の
早
期
実
現
に
向
け
て

 

Ａ 

ま
ち
自
ら
が
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、Ｊ
Ｒ
利
用
者

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
増
便
や
複
線
化
に
つ
な
が
る

路網整備工事路網整備工事

新発田駅から新崎駅までが複線化新発田駅から新崎駅までが複線化
されていないJR白新線されていないJR白新線
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安心して医療が受けられるために国保
資格証の発行をやめ、高すぎる国保税
の引き下げを
上中山大規模豚舎の悪臭問題について

新発田駅周辺整備の方向性

Ｑ 

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
国
保
資
格
証

の
発
行
を
や
め
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

 

Ａ 

資
格
証
明
書
は
や
む
を
得
ず
交
付
し
て
い
る
。
国

保
税
収
入
が
減
少
し
保
険
税
の
引
き
下
げ
は
で
き
な
い

Ｑ 

上
中
山
大
規
模
豚
舎
の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

 

Ａ 

法
定
基
準
値
を
守
れ
る
飼
養
頭
数
で
飼
育
す

る
よ
う
さ
ら
に
強
く
求
め
た
い

Ｑ 

新
発
田
駅
周
辺
整
備
の
方
向
性

 

Ａ 

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
民

間
事
業
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
前
進
を
図
り
た
い

新発田駅前にある遊休地新発田駅前にある遊休地

市役所本庁舎市役所本庁舎
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【市議会ホームページ】 http://www.shibata-shigikai.jp/

　本会議（定例会）の様子を、エフエムしばたで
生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで
全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあり
ます。

本会議を

（76.9MHz）
で生放送します

2月20日 告示日、会派正副会長会議、議会運営委員会
2月21日 請願・陳情・意見書提出期限
2月25日 議会運営委員会
2月27日 本会議（提案理由説明・委員会付託）
3月 4日 総務常任委員会
3月 5日 社会文教常任委員会
3月 6日 経済建設常任委員会
3月 7日 本会議（会派代表質問）
3月11日 本会議（一般質問1日目）
3月12日  本会議
 （一般議案・補正予算採決・※一般質問2日目）
3月13日 本会議（※一般質問3日目）
3月14日 一般会計予算審査特別委員会
 （3セク・企画財務部長総括説明）
3月15日 一般会計予算審査特別委員会（総務関係）
3月18日 一般会計予算審査特別委員会（社会文教関係）
3月19日 一般会計予算審査特別委員会
 （経済建設関係・市長総括質疑）
3月21日 議会運営委員会
3月26日 本会議（最終日）
 （一般会計予算議案採決）

2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定

市議会を紹介市議会を紹介ホームページで市議会を紹介市議会を紹介

傍聴してみませんか
・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。
・午前10時から始まります。
・ 「本会議」「各委員会」は、本庁舎2階の議場ま
たは委員会室で行います。
・ 傍聴希望の方は、当日本庁舎2階議会事務局
までお越しください。
・ 団体等で大勢の場合は、事前に議会事務局ま
でご連絡ください。

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名
簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁
を記録した「会議録」を検索閲覧することができます。
　他にも、｢市議会だより｣のバックナンバー（83号以降）
を見ることができます。
　なお、会議録(冊子)は、市立図書館に設置されています。

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

※変更等の場合は、ホームページ、エフエムしばた等でお知らせします。
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委員長　大沼　長栄経済建設常任委員会

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案12件、審査の結果、議案はすべて可
決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　「荒町バイパスの開通について」の質疑に、

「３月下旬に暫定２車線での開通となる」こと、
「市道五十公野公園荒町線の進捗状況」の質疑
に、「平成27年度完成予定である」との答弁があ
りました。
　「国営付帯県営かんがい排水参画事業の計画に
ついて」の質疑に、「奥右衛門川は市島邸下流部
の工事、万十郎川は測量・設計、２期地区は吹
切川、佐々木南部排水路及び佐々木南部排水機
場が８月に採択済みである。平成29年度に向け
て治水対策を進める」との答弁がありました。

　「農地・水保全管理支払交付金参画事業の現況
について」の質疑に、「共同活動及び向上活動併
せ、市内46組織、協定面積2,266.9ヘクタール、
交付金総額約7,571万円である」との答弁があり
ました。
　「松塚漁港の残工事について」の質疑には、

「しゅんせつ工事が一番大きく、ほか臨港道路及
び接続道路工事、ウインチ設置工事が残ってい
る」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のとしました。

■簡易水道事業特別会計補正予算について 
　「夏の渇水による大槻集落の井戸渇水、水道断

水の現状と今後の方向性について」の質疑に、

「貯水タンク設置後は断水等もなく順調であるこ

と」「上水道加入に関する地元同意も100％近く

来ているので、上水道加入も検討中」との答弁

がありました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

■水道事業会計補正予算について 
　「福島原子力発電所の事故対応の費用につい

て」の質疑に、「水質、汚泥などの検査費用、汚

泥保管倉庫改良工事に伴う費用、放射性物質低

減化のための活性炭などの費用である」との答

弁がありました。また、「汚泥のストック状況に

ついて」の質疑に、「１トンパックで約380個保

管しており、残スペースは約20個分である」と

の答弁がありました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

　「条例案中、第９条の命令に従わない場合に
は、住所、氏名等を公表できるとあるが、個人
情報保護法の問題や施行規則等はつくるのか」
の質疑には、「条例施行規則はつくる予定だ。
その中で公表等の内容を精査する。個人情報保
護法との整合性についても、規則の中で精査す
る」旨の答弁がありました。「第４条の市民等
は管理不全な状態である空き家等があると認め
るときは、速やかに市に情報を提供するものと
あるが、どのような対応を行うのか」の質疑に
は、「実態調査をし、管理不全な状態を確認した
上で台帳に記載し、条例に基づき対応する」旨
の答弁がありました。「中心市街地には危険な

空き店舗が多くあり、中には、所有者が不明で
対応が難しいところもある。空き店舗の管理運
営を条例の中にどのように示すのか」の質疑に
は、「第５条の実態調査で、市長は、前条第１項
の規定による情報提供があったとき、または適
正な管理がされていない空き家等であると認め
るときは、当該空き家等の管理義務者の所在、
管理不全な状態の実態調査を行うことができる
条項を入れている。大きなビル等については、
基本的に建築基準法の分野である」旨の答弁が
ありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のとしました。

■空き家等の適正管理に関する条例の制定について  



〔17〕

委員長　渡部　良一総 務 常 任 委 員 会

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案10件（うち陳情１件）、審査の結果、
陳情１件は不採択とし、その他の議案はすべて可決、承認すべきものとしました。

■訴えの提起（３件）について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　貸金業法の改正に伴い、返済する必要のない
過払い金が生じている滞納者の滞納税の解消
と、滞納者の生活改善を図ることを目的に、消
費者金融に対し訴訟を起こすというもので、「前
回勝訴・和解となった５件の滞納額と回収額、
今回の滞納額と人数について」の質疑には、「前
回の滞納額の合計は約1,000万円で、回収額は約

550万円、今回の滞納額は約460万円で、人数は
２名である。過払い金請求での相談者は今まで
165名あり、そのほとんどは自分で訴訟を提起し
ているが、それができない滞納者について市が
訴えを提起している」との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも
のとしました。

■行政組織条例の制定（部制条例廃止）について  
　平成２年度から部制を導入してきましたが、
合併により組織肥大化の中、組織のスリム化、
意思決定のスピードアップを図ることの必要性
などの課題に対応するため、部制の廃止を含む
組織体制の見直しを行うというもので、部制（部
長）廃止後は、市長直属のスタッフとして政策調
整監を配置するというものです。
　質疑では、「部制廃止による組織の機能性や人
材育成、政策調整監の任務や権限、重大な組織変
更にもかかわらず、庁内及び市民サイドの手続き
が不十分である」などの意見が出されました。

　自由討議においては、「内容、手続きにおいて
部制廃止は拙速で疑問点が多い」として、継続
審議の動議が出されましたが、少数で否決。討
論においては、「執行権者が政策推進のためやり
やすい体制を採るのは当然」、「行政改革の実を
上げるよう推移を見守りたい」などの賛成意見
と、「決裁権のない政策調整監が管理職として位
置するのは疑問」、「責任ある部長制がより機能
するので反対」などの討論がありました。
　採決の結果、委員の賛成多数で可決すべきも
のとしました。

委員長　比企　広正社会文教常任委員会

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案10件（うち請願１件、陳情１件）、審
査の結果、陳情１件は不採択とし、その他の議案はすべて可決、採択すべきものとしました。

　生活保護は憲法25条で保障され、国民生活を
支える重要な役割があり、母子加算同様、年を
とっても安心して最低限度の生活をするには、
人間として当たり前のことである旨の賛成討論

がありました。
　採決の結果、委員の賛成多数で採択すべきも
のとしました。

　議案は常任委員会に付託され、慎重に審議されます。
　その審議の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。

常任委員会の審査状況

■生活保護基準の引き下げはしないことなどを国に求める意見書提出を求める請願書について
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◎主な質疑応答 ◎その他の主な意見等

議会報告会を開催しましたした

Ｑ議会として震災廃棄物の予算を通した。放射能に

関して市の勉強会はあったが、その後、市からの

詳しい話は一切ない。何の話もなく今年の３月に

受け入れを表明したが、この話が出てから約１

年経過している。何ら話もなく具体的な説明もな

い。議会としてはどのように考えているのか。

Ａ震災廃棄物の試験焼却に関する予算は、住民の意

見をよく聴いて禍根を残すことはしないことを条

件に可決した。震災廃棄物の焼却は地元の理解を

得ることが重要である。放射性物質の基準を100
ベクレル／kgとしていても、住民からすれば、安
心と安全が担保されなければいけないと察する。

Ｑ新発田のまちの真ん中で近代的ビルの庁舎では味

気ない。城下町らしいものにしてもらいたい。ま

ちの整備を点でなく線でつなぐ面的整備として観

光都市にしてもらいたい。

Ａ新庁舎は城下町らしさを表現されるものと理解し

ているが、今後の推移を見たい。月岡温泉～市島

酒造～清水園～寺町～新発田城、そして、その

ルートの延長上に新庁舎があり、整備していくも

のと考える。

○松くい虫の被害状況がひどいので、処理の問題な

ど早急に対処してほしい。生活防風林であり、総

合的に広範囲で国・県全体での対策を望む。

○新潟県は自殺者が多い。いじめも含めて数字に出

ない心配事や大変なことも多い。生活保護など相

談できる人はまだ大丈夫であるが、相談できない

人をどうやって救っていくのか。行政が頑張って

ほしい。

○まちづくり基本条例等、市民参加型の条例づくり

に関わってきたが、その後、要望陳情活動に市民

が参加したとは聞いていない。どうなっているの

か。

○災害廃棄物はなぜ受け入れるのか。普通の木材

チップならば、なぜわざわざ全国にばらまくのか

疑問である。助け合いならば違うやり方もあるの

ではないか。

○下水道負担金の徴収率が毎年一緒でさっぱり努力

が見えない。徴収を民間委託する等、何とかしな

ければいけないのではないか。

○議会報告会に期待してやって来たが、市民の参加

数が少なくてがっかりした。

開かれた議会を目指して

111名が参加
議会での

審議状況を報告
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各会場の参加者数

会　　場 時　間 参加者
中央公民館加治分館 午前10時～ ７人
農業研修センター（川東） 午前10時～ ５人
五十公野コミュニティセンター 午前10時～ 20人
紫雲寺地区公民館 午前10時～ 11人
猿橋コミュニティセンター 午後１時30分～ ９人
豊浦支所 午後１時30分～ 10人
佐々木コミュニティセンター 午後１時30分～ 37人
加治川支所 午後１時30分～ 12人

合　　計 111人

☆11月10日（土）

議会報告会議会報告会をを開催しました開催しま
　平成21年に制定した議会基本条例の規定に基づき、11月10日、議員が４つの班にわかれ、市内８会場で議会
報告会を開催しました。
　平成22年度から始めた議会報告会は、今回で５回目。各会場で延べ111人の市民の皆さんにご参加いただきま
した。
　報告会では、平成23年度一般会計決算関係を中心に９月定例会で審議された内容を報告したほか、市民との意
見交換も行い、各会場で貴重なご意見をいただきました。
　ご参加いただいた皆さん、本当にありがとうございました。
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編　集　委　員 編集後記

新発田市・聖籠町議員協議会新発田市・聖籠町議員協議会

敬和学園大学で研修会敬和学園大学で研修会

本市議会
行政視察状況
（11月～1月）

☆議会運営委員会
視 察 先：会津若松市、所沢市
視察内容： 議会からの政策形成、議会改革及び政

策形成

☆経済建設常任委員会
視 察 先：㈱栗山米菓新発田工場、日東アリマン㈱
視察内容： 工業の振興と雇用
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放射能の基礎知識放射能の基礎知識
議員研修会で学習議員研修会で学習


